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大質量星の形成メカニズムの解明は天文学において重要な課題となっている。我々は大質量成形成領域の候補
として Spitzer Bubbleについて注目した。Spitzer Bubbleは赤外 8µmでリング状構造を持ち、内部には大質量星
により電離されたHII領域を伴う天体である。我々はこの Spitzer BubbleにたいしてNANTEN2電波望遠鏡を用
いてサイズ 3′–10′のバブル約 50天体に対してCO(J=1–0)観測を行い、分子雲衝突を支持する結果を得た (2012
年秋季年会)。さらに、Mopra望遠鏡による CO(J=1–0)観測（角度分解能 33′′）を 39 天体に対して、ASTE望
遠鏡による 12CO(J=3–2)観測（角度分解能 24′′）を 27天体につ いて実施した。これらの観測結果と赤外 8µm
の分布を比較したところ、星風などの膨張モデルでは説明できない速度分布を持つ分子雲が検出された。本研究
では、これらの分子雲の詳細な分布・速度構 造について報告し、温度・密度などの物理量から分子雲衝突による
形成についての議論を行う。


